
評価
項目

評価指標 具体的手立て
現状（達成状況および対策）

＜児、保、教は、それぞれのアンケートの肯定的割合＞
＜×はアンケート未実施＞

自己
評価

関係者
評価

学校関係者評価コメント

①学びに向かう力を
育むための授業改善

＜児92、保71、教100＞
評価基準：年間１人1回の授業公開、児童の自己評価80％

評価基準値を上回った。この結果に満足せず、今後も職員研修
（主題研究）を充実させ研鑽を積む。

4 4

②児童が決定・選択
する機会の設定

＜児72、保64、教100＞
評価基準：児童アンケート80％

学校としては、本年度学校ビジョンの一つに掲げ、実践してき
た。まずまずの成果は得られているので、今後も継続して指導し
て行く。

2 3

③ひなたの学びの実
践

＜児×、保×、教100＞
評価基準：自己評価アンケート80％

全国学力学習状況調査において、ひなたの学びに関する設問のほ
とんどが80％肯定的な回答であった。1ー①と関連し、今後も授業
改善に努める。

3 3

④複式指導の研究
（年1回以上の授業
公開）

＜児×、保×、教100＞
評価基準：年間1回以上の授業公開

串間市一貫教育部会において複式指導の授業に関する実践発表を
行ったり、自由進度学習について校内で自主公開授業を行ったり
と、研修を充実させることができた。

4 4

①基本的学習習慣及
び家庭学習の定着

＜児96、保71、教83＞
評価基準:自己評価80％

さわやかチェックカードでも自己評価アンケートでも肯定的な回
答が昨年度より多くなった。今後も引き続き、啓発を継続させ
る。

4 4

(1)「子どもの
学びやすさ」を
基盤にした授業
改善
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※　評価・・・・大変良い　４点　　良い　３点　　もう少し　２点　　改善を要する　１点
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②読書活動の推進
（月一人平均4冊以
上）

＜児84、保50、教67＞
評価基準：一人当たりの読書量月平均4冊以上

昨年度より読書冊数が減少傾向である。デジタルドリルの導入等
で、読書にかける時間が少なくなっていることが原因と考えられ
る。読書の推進方法、評価基準の見直しが必要である。

3 3

③新聞等メディアへ
の積極的投稿

＜児×、保86、教×＞
評価基準：新聞等メディア投稿件数月1回以上

本年度の新聞の作文掲載数（1月15日現在）13件。

4 4

(2)学ぶ意欲の
育成


